
山中貞則顕彰記念事業

岩川小学校改築事業

特殊地下壕等対策事業

宅地分譲地整備事業

新型コロナウイルス感染症対策事業

宅地関連等災害復旧事業

1,805万円
本年７月に故山中貞則氏の生誕 100年を迎
えることから、関係団体等と連携し、企画
展や記念事業を実施するものです。また、
施設紹介に特化
したホームペー
ジを開設するも
のです。

13億 7,053万円
岩川小学校の老朽化に伴う改築費用で、主
に建築本体工事や屋外プール建設工事・学
校管理備品等の整備を行うものです。

4,534万円
旧海軍航空基地跡に地下壕があり陥没個所
が確認されたため、防災処理等の対策を実
施し、民生の安定を図るものです。

2億 6,709万円
定住人口増を実現
するため、若者や
家族世帯を主な
対象として、U I J
ターン者を呼び
込むための住環
境の整備を行う
ものです。

1億 7,212万円
新型コロナウイルス感染症の市内発生及び
拡大防止のため、ワクチン接種等の予防対
策の推進・実施を
行うものです。

4,500万円
災害により被害を受けた宅地関連等の災害
復旧を推進するため、災害復旧事業にかか
る工事の一部を補助するものです。

 
  

 

令和 3年度 予算のゆくえは

大隅　西竹山地区

財部地域宅地分譲整備事業用地山中貞則顕彰館
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本庁舎イメージ図

賛成多数
可　決

ここに
注目 今年度の予算

予
算
額　
６
億
６
１
０
４
万
円

（
総
額　
14
億
９
０
０
０
万
円
）

庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
策

定
し
た
「
本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計
画
」
に
基

づ
き
、
窓
口
業
務
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け

る
重
要
な
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
か

ら
、庁
舎
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

ま
ず
は
本
庁
舎
施
設
の
整
備
か
ら
取
り
組
む
も

の
で
す
。

意
見

庁
舎
整
備
事
業
は
、
人
口
減
少
の
な
か

で
、多
目
的
ホ
ー
ル
や
テ
ラ
ス・喫
茶
コ
ー
ナ
ー

等
華
美
な
施
設
は
、
無
駄
遣
い
と
い
う
市
民
の

声
も
あ
る
の
で
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

意
見

庁
舎
整
備
事
業
の
一
般
財
源
の
持
出
し

を
抑
え
る
た
め
有
利
な
起
債
を
利
用
し
て
い
る

事
業
で
あ
る
。
防
災
拠
点
や
市
民
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓

口
等
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
早
期
の
建
設
を
望

む
。

反
対
意
見　

庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
耐

震
化
の
な
い
大
隅
支
所
の
建
設
を
優
先
す
べ
き

で
あ
る
。

　

避
難
場
所
は
他
の
施
設
で
十
分
対
応
で
き

議案第 30号
令和3年度曽於市一般会計予算268億7,500万円

庁
舎
整
備
事
業

災
害
時
に
お
け
る
重
要
な
防
災
拠
点
施
設

る
。
本
庁
舎
整
備
は
必
要
最
低
限
に
お
さ
え
る

べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
予
想
さ
れ

る
な
か
、本
庁
舎
増
設
工
事
を
早
期
に
終
了
し
、

農
業
委
員
会
等
の
支
所
機
能
を
再
編
し
、
耐
震

化
の
な
い
大
隅
支
所
・
財
部
支
所
の
建
設
を
急

ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
の
見

込
み
も
な
く
、
市
内
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
状
況
を
考
え
る
と
庁
舎
整
備
事
業
は
先
延

ば
し
し
て
、
も
う
少
し
慎
重
に
審
議
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計
画
も

ま
だ
十
分
に
市
民
の
理
解
を
得
て
お
ら
ず
、
財

部
・
大
隅
地
区
の
市
民
の
意
見
も
反
映
す
べ
き

で
あ
る
た
め
、
庁
舎
整
備
事
業
費
減
額
の
修
正

案
を
提
出
す
る
。

予
算
修
正
案
の
提
出

賛
成
少
数
否
決

提
出
者

渡
辺
議
員

岩
水
議
員
・
渕
合
議
員
・
大
川
内

議
員
・
久
長
議
員
・
九
日
議
員

賛
成
者

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



総
務
常
任
委
員
会

（
今
鶴　
治
信
委
員
長
）

【
防
犯
対
策
事
業
の

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
】

問

カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
は
ど
こ

か
。

答　

各
町
３
カ
所
、
学
校
・
商
店

街
等
で
の
設
置
を
検
討
し
て
い

る
。

【
消
防
団
出
動
手
当
】

問

国
か
ら
７
０
０
０
円
を
交
付

税
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
支

出
し
て
い
る
５
１
０
０
円
を
引
上

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

現
在
は
、
県
内
で
も
高
い
状

況
に
あ
る
た
め
、
今
後
の
他
市
町

村
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

意
見

消
防
団
へ
の
入
団
者
が
少

な
い
中
、
消
防
団
員
の
出
動
手
当

を
引
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

【
議
場
放
送
音
響

　
　
　
　
　
設
備
等
改
修
工
事
】

問

工
期
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

４
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
議

会
運
営
委
員
会
の
委
員
に
よ
る
先

進
地
研
修
を
実
施
し
、
研
修
内
容

を
参
考
に
入
札
執
行
仕
様
書
の
決

定
、
８
月
か
ら
９
月
に
入
札
を
実

施
、
入
札
後
12
月
末
ま
で
に
機
材

等
の
調
達
、
12
月
定
例
会
終
了
後

か
ら
３
月
定
例
会
の
開
会
前
ま
で

に
は
、
改
修
工
事
を
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

【
市
税
等
の

　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
】

問

令
和
３
年
度
か
ら
取
組
む
市

税
等
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

は
。

答　

収
納
手
数
料
は
コ
ン
ビ
ニ
収

納
と
同
じ
１
件
に
つ
き
57
円
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
直
接
的
な
接

触
を
伴
わ
ず
納
付
が
で
き
る
の

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
の
１
つ
と
し
て
利
用

で
き
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
渕
合　
昌
昭
委
員
長
）

【
二
次
救
急
医
療

　
　
　
体
制
整
備
事
業
補
助
金
】

問

ど
の
よ
う
な
補
助
金
か
。

答　

令
和
元
年
度
に
鹿
屋
市
か
ら

話
が
あ
り
、
大
隅
半
島
の
４
市

５
町
で
構
成
す
る
協
議
会
で
協

議
を
重
ね
て
令
和
３
年
度
か
ら
開

始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
救
急

搬
送
さ
れ
た
医
療
機
関
に
１
人

１
万
３
０
０
０
円
を
補
助
す
る
制

度
で
あ
り
、
曽
於
市
で
は
昭
南
病

院
・
松
岡
救
急
ク
リ
ニ
ッ
ク
分

院
が
対
象
で
あ
る
。
財
源
に
つ
い

て
は
80
％
が
特
別
交
付
税
措
置
、

20
％
が
一
般
財
源
で
あ
る
。

【
小
学
校
遠
距
離
通
学
補
助
】

問

内
容
や
対
象
者
は
。

答　

４
㎞
以
上
の
児
童
に
月
額
１

０
０
０
円
の
補
助
を
計
画
し
て
お

り
、
財
部
地
区
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
運
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
末

吉
・
大
隅
地
区
の
児
童
１
６
４
１

人
中
約
70
人
が
対
象
で
あ
る
。
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【
学
校
運
営
協
議
会

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
）】

問

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
学
校
評
議
員
会

に
代
わ
る
も
の
で
、
学
校
運
営
協

議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

協
議
会
は
、
校
長
や
教
育
委
員
会

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

一
定
の
権
限
と
責
任
が
あ
り
、
学

識
経
験
者
や
校
区
の
住
民
、
保
護

者
等
か
ら
委
員
が
選
ば
れ
る
。
令

和
３
年
度
は
、
末
吉
小
・
岩
川
小
・

財
部
小
、
末
吉
中
・
大
隅
中
・
財

部
中
の
６
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
導
入
す
る
。　
　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
岩
水　
豊
委
員
長
）

【
道
路
事
業
改
良
率
】

問

各
町
別
の
道
路
事
業
改
良
率

は
。

答　

末
吉
町
74
・
11
％
、
大
隅
町

77
・
34
％
、
財
部
町
45
・
66
％
で

あ
る
。

【
土
木
費
】

問

昨
年
度
か
ら
減
額
さ
れ
て
い

る
理
由
は
。

答　

合
併
特
例
債
を
財
源
と
し
て

い
た
事
業
を
減
と
し
た
た
め
で
あ

る
。

【
観
光
関
連
団
体
育
成
事
業
費
】

意
見　

令
和
３
年
度
よ
り
、
曽
於

市
観
光
協
会
事
務
局
長
と
し
て
市

職
員
を
一
人
出
向
さ
せ
る
と
の
説

明
だ
が
、事
務
局
長
分
の
給
与
が
、

総
務
課
の
商
工
総
務
職
員
給
と
観

光
協
会
補
助
金
の
人
件
費
で
二
重

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
早
急
に
対
応
を
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

【
商
工
関
連
利
子
補
給
事
業
】

問

昨
年
度
よ
り
減
額
さ
れ
て
い

る
理
由
は
。

答　

令
和
２
年
度
ま
で
は
、
限
度

額
１
０
０
万
円
で
あ
っ
た
が
、
今

年
度
か
ら
経
営
改
善
資
金
に
つ
い

て
は
20
万
円
、
設
備
投
資
資
金
に

つ
い
て
は
30
万
円
に
変
更
し
た
。

【
畜
産
振
興
協
議
会
事
業
】

問

補
助
金
が
減
額
さ
れ
て
い
る

が
。

答　

Ｊ
Ａ
と
の
協
議
に
よ
り
前
年

度
よ
り
各
２
０
０
万
円
の
補
助
金

減
額
で
、
総
額
４
０
０
万
円
の
減

額
に
な
っ
た
。

【
曽
於
北
部
地
区
・
大
隅
南
地
区

　
の
県
営
畑
地
か
ん
が
い
事
業
】

問

事
業
完
了
時
期
は
。

答　

曽
於
北
部
地
区
は
令
和
９
年

度
、
大
隅
南
地
区
は
令
和
５
年
度

に
完
了
予
定
で
あ
る
。

【
農
業
経
営
収
入
保
険

　
　
　
　
　
　
加
入
促
進
事
業
】

問

近
隣
市
町
の
補
助
内
容
と
の

格
差
は
な
い
か
。

答　

曽
於
市
の
補
助
内
容
は
１
年

間
の
み
と
し
、
上
限
額
が
15
万
円

で
あ
る
が
、
志
布
志
市
・
鹿
屋
市
・

大
崎
町
は
補
助
期
間
が
３
年
間
で

あ
り
、
補
助
内
容
が
拡
充
さ
れ
て

い
る
。

意
見　

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
よ
う
に
。

給水栓設置されたほ場

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・６月・9月・12 月に開催します。



議
案
第
31
号　

令
和
３
年
度
曽
於
市
国
民

　
　
　
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　
56
億
４
２
３
６
万
円

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
基
に
、
療

養
給
付
費
、
療
養
費
、
高
額
療
養

費
、
国
民
健
康
保
険
事
業
納
付
金

等
を
推
計
し
、
こ
れ
を
賄
う
に
足

り
る
保
険
税
を
公
平
か
つ
適
正
に

賦
課
徴
収
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て

い
ま
す
。

問

一
般
会
計
か
ら
の
２
億
５
０

０
０
万
円
の
法
定
外
繰
入
金
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

国
民
健
康
保
険
税
の
歳
入
が

約
５
８
０
０
万
円
減
、
県
支
出
金

の
特
別
交
付
金
が
約
４
２
８
０
万

円
減
、
一
般
会
計
繰
入
金
が
約
１

６
０
０
万
円
減
、
基
金
繰
入
金
が

５
０
０
０
万
円
減
、
繰
越
金
が
８

４
６
０
万
円
減
等
で
あ
り
、
新
年

度
予
算
編
成
で
は
総
体
的
に
２
億

５
０
０
０
万
円
が
財
源
不
足
と

な
っ
た
た
め
、
法
定
外
繰
入
金
で

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

国
民
健
康
保
険
税
率
の
見
直

し
時
期
等
は
。

答　

課
税
方
式
に
つ
い
て
は
令
和

５
年
度
ま
で
に
４
方
式
か
ら
３
方

式
へ
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
後
の
協
議
次
第
で
あ
る
。

意
見

県
内
の
市
町
村
で
保
険
税

の
収
納
状
況
や
財
政
状
況
は
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
る
た
め
、
県
内
統
一
の

保
険
税
の
導
入
は
と
て
も
厳
し
い

と
思
わ
れ
る
。

議
案
第
32
号

令
和
３
年
度
曽
於
市
後
期

　
　
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　
６
億
１
９
４
９
万
円

　

２
年
毎
に
実
施
さ
れ
る
保
険
料
率

の
改
定
に
よ
り
令
和
２
年
度
か
ら

３
年
度
の
保
険
料
率
を
所
得
割
率

10
・
38
％
、
均
等
割
額
５
万
５
１

０
０
円
と
し
、
年
間
平
均
の
被
保

険
者
数
を
７
８
１
４
人
と
し
て
保

険
料
を
見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

問

医
療
費
の
伸
び
と
被
保
険
者

数
の
推
移
は
。

答　

医
療
費
は
県
の
予
算
ベ
ー
ス

で
１
人
当
た
り
１
・
５
％
の
伸
び

で
あ
り
、
被
保
険
者
数
は
令
和
元

年
度
８
１
９
３
人
、
令
和
２
年
度

７
９
７
８
人
、
新
年
度
は
７
８
１

４
人
と
減
少
傾
向
で
あ
る
。

問

１
・
５
％
伸
び
の
見
込
み
で

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
支
障

が
あ
っ
た
際
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

答　

財
政
安
定
化
基
金
が
令
和
２

年
度
末
で
53
億
円
あ
る
の
で
、
基

金
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

議
案
第
33
号

令
和
３
年
度
曽
於
市

　
　
　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　
58
億
５
１
９
１
万
円

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
第
８
期
計

画
が
始
ま
り
、
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
度
ま
で
の
給
付
見
込
み
に
対

す
る
新
た
な
保
険
料
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

※
Ｐ
10
議
案
第
14
号
も
併
せ
て
参
照
く
だ
さ
い

問

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

等
の
推
移
は
。

答　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

で
15
億
円
、
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
で
14
億
５
２
０

０
万
円
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
で
17
億
１
０
０
０
万
円
と
３

つ
の
給
付
費
合
計
は
46
億
６
２
０

０
万
円
と
な
り
、
介
護
保
険
予
算

全
体
の
85
％
を
占
め
て
い
る
。
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
み
が
増
え
て

い
る
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
の
給

付
費
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問

市
内
の
介
護
認
定
者
は
。

答　

介
護
認
定
者
は
約
３
０
０
０

人
で
、施
設
入
所
者
は
、約
９
０
０

人
で
あ
る
。

全
会
一
致　
可
決

賛
成
多
数　
可
決

賛
成
多
数　
可
決
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意
見

全
体
を
通
し
て
令
和
３
年

度
か
ら
の
第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
介
護
保
険
料
の
増
額
に
よ

り
、
市
民
へ
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
か
ら
国
へ
介
護
保
険
制
度
の
改

革
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
べ

き
で
あ
る
。

議
案
第
34
号

令
和
３
年
度
曽
於
市
生
活
排
水

　
　
　
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　
１
億
１
２
７
９
万
円

　

令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、
国

庫
補
助
金
や
市
債
等
を
主
な
財
源

と
し
て
、
50
基
を
設
置
す
る
計
画

で
す
。

問

令
和
３
年
度
で
市
町
村
設
置

型
の
浄
化
槽
事
業
は
終
了
す
る

が
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
。

答　

合
併
浄
化
槽
整
備
検
討
委
員

会
で
は
、
今
後
約
１
０
０
０
基
の

合
併
浄
化
槽
を
設
置
か
ら
10
年
経

過
し
た
も
の
を
随
時
市
民
に
無
償

譲
渡
す
る
方
針
を
出
し
て
い
る
。

議
案
第
35
号

令
和
３
年
度
曽
於
市

　
　
　
　
　
水
道
事
業
会
計
予
算

　

水
道
事
業
は
、
給
水
戸
数
１
万

５
１
０
３
戸
で
、
水
道
事
業
収
益

は
５
億
８
０
７
５
万
円
の
う
ち

一
般
会
計
か
ら
６
６
７
１
万
円
の

繰
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

意
見

末
吉
地
区
上
水
道
整
備
に

つ
い
て
は
、
一
体
的
な
取
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

議
案
第
36
号

令
和
３
年
度
曽
於
市
公
共

　
　
　
　
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
接
続
戸

数
１
７
２
７
戸
で
、
下
水
道
事
業

収
益
は
２
億
５
１
９
０
万
円
の

う
ち
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が

１
億
２
７
７
５
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
は
令
和
５
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
な
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

意
見

最
小
の
繰
入
れ
で
最
大
の

効
果
を
求
め
る
。

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決
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